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平成２１年度 学校評価 最終評価 結果について

春まだ浅い今日このごろでございますが，保護者の皆様にはご健勝のこととお喜び申し上げます。さて，本校も含めすべての市立学校では，学校の教育活動をより充実したものにするために「学校経営計画」を作
成して実践し，その結果を評価して教育活動に生かす取り組みをしています。本校では，本年度も下記の具体的方策を定めて取り組み，保護者の皆様にもアンケートでご協力をいただき，集計・分析・研修をしてま
いりました。本年度の学校評価につきましては，昨年末に保護者の皆様からいただいたアンケートを自己評価結果としてまとめ，その後，学校協力者会議において，自己評価活動の全般についての意見・提言，また，
改善の方向についてご示唆をいただきました。その結果を別紙の「学校評価アンケートの自己評価結果」と一緒に下記のようにお知らせします。この結果を踏まえ，次年度に向けて新たな方策を立て，さらに教育活
動が充実するように努力していきたいと考えています。この結果報告をもちまして，本校教育活動推進へのご理解とご支援に対するお礼といたします。今後とも，ご協力・ご支援をよろしくお願いいたします。

領 中期 短 期 具 体 的 評 価指 標 ・ 評 価 基 準
経 営 経 営 方 策

域 目標 目標 努力指標 評価資料 成果指標 評価資料最終評価 最終評価 外部評価委員による評価

学 4 ９５％以上の授業場面で指導を工夫し 4 実態調査（本校実施）の平均通過 通過率 授業の工夫改善に学力 の 定 基 礎 学 力 算 数 科 に お
力 て，基礎・基本の定着をめざして，個に 教員自己評価 率が１～３年は９０ポイント，４ １年 96.5％ よる効果が表れて着と 向 上 の 定 着 と い て 効 果 的
の 応じた指導を展開できた。 ～６年は８０ポイント以上 ２年 90.8％ いる。それだけで向上 な 指 導 を 実
向 ４－９人 ３年 88.6％ なく，業間の短時施す る 。
上 3 ８０％以上の授業場面で指導を工夫して ３－２１人 3 実態調査の平均通過率が１～３年 ４年 88.3％ 間での継続的な指， ４

基礎・基本の定着をめざして，個に 応じ ２－１人 は８８ポイント，４～６年は７８ ５年 86.4％ 導も効果を上げて３
た指導を展開できた。 ポイント以上 ６年 87.0％ いるのではない か。

地道な取り組 みが
2 ６０％以上の授業場面で指導を工夫して 平均 2 実態調査の平均通過率が１～３年 ４－５学年 学力補充にも 役立，
基礎・基本の定着をめざして，個に 応じ ３．３ は８６ポイント，４～６年は７６ ３－１学年 っているので はな
た指導を展開できた。 ポイント以上 いかと感じる。

平均
1 基礎・基本の定着をめざして指導を工夫 1 実態調査の平均通過率が１～３年 ３．８
して，個に応じた指導した授業場面が６ は８６ポイント，４～６年は７６
０％未満であった。 ポイント未満

豊 4 「ふれあいの日」を中心に，気持ちのい 4 あいさつがよくできるよう努力し 下校時に通学路で雰囲 気 の 明 る い あ 「 ふ れ あ い
か いあいさつの働きかけを積極的に実施し 教員自己評価 たと感じている児童が８０％以上 児童 見守る保護者や地いい 学 校 い さ つ の 日 」 を 意
な た。 アンケート 域の人へ，大変気づ く り 識 付 け る 働
人 ４－２１人 低学年97.3％ 持ちのよいあいさきか け を 行
間 3 「ふれあいの日」を中心に，気持ちのい ３－１４人 3 あいさつがよくできるよう努力し 高学年87.5％ つをする児童が増い， 児 童 や ４
性 いあいさつの働きかけを実施した。 ２－２人 たと感じている児童が６０％以上 えている。取り組教職 員 の 相 ４
の 全合計90.6％ みの成果ではない互あ い さ つ
育 か。を活 発 化 す
成 2 「ふれあいの日」を中心に，気持ちのい 平均 2 あいさつがよくできるよう努力しる。

いあいさつの働きかけが十分実施できな ３．６ たと感じている児童が４０％以上
かった。

1 「ふれあいの日」を中心に，気持ちのい 1 あいさつがよくできるよう努力し
いあいさつの働きかけを実施しなかった たと感じている児童が４０％未満。

きれ い な 学 校 を き れ 4 教職員全員で，毎日清掃指導を行った。 4 一生懸命に清掃をし，清掃用具の 学 校 で ， 児童 が清
学校 い に し よ う 教員自己評価 後片付けができたと感じている児 児童 掃 を き ち んと でき

とい う 気 持 童が８０％以上 アンケート る よ う 指 導が され
ちを 育 み ， ４－２５人 低学年97.7％ て い る こ と が わか
清掃 指 導 を 3 教職員全員で，ほぼ毎日清掃指導を行っ ３－１０人 3 一生懸命に清掃をし，清掃用具の 高学年93.9％ る 。 さ ら に は ，社
充実 さ せ る 。 た。 ２－１人 後片付けができたと感じている児 会 の 一 部 であ る学４ ４

童が６０％以上 全合計95.1％ 校 だ け で な く ，子
平均 ど も の 生 活す る地

2 教職員全員での清掃指導は不十分であっ ３．７ 2 一生懸命に清掃をし，清掃用具の 域 や 家 庭 での 清掃
た。 後片付けができたと感じている児 の 仕 方 が 良く なる

童が４０％以上 よ う な 取 り組 み
が ， 地 域 や家 庭を

1 教職員全員での清掃指導ができなかった 1 一生懸命に清掃をし，清掃用具の 主 体 と し てな され。
後片付けができたと感じている児 る 必 要 が ある と感
童が４０％未満 じ る 。



健 4 児童の関心・意欲を高めるとともに，学 4 体育授業の楽しさを感じた児童が 授業の様子を見ている体力 の 向 授 業 力 の 運 動 能 力 の 児童アンケート
康 習のねらいを明確にし，個に課題を持た 教員自己評価 ８０％以上 と，せまいグラウンド上 向 上 平 均 値 が 低
体 せて取り組ませることができる授業を７ 低学年99.0％ の中で，多人数の児童い本 校 児 童
力 ０％以上実践した。 ４－１５人 高学年97.1％ がしっかり活動できるの現 状 を 踏

ま え 「 わ， ３－１５人 全合計97.7％ よう工夫されている。
つ 3 児童の関心・意欲を高めるとともに，学 ２－ １人 3 体育授業の楽しさを感じた児童が 楽しい活動を基本にしかる ・ で き ４ ４
く 習のねらいを明確にし，個に課題を持た ７０％以上 て，意欲や関心を高める・ の び る 保護者アンケート
り せて取り組ませることができる授業を６ 平均 合計 92.9％ ているように感じる。体育 の 学 習

を 通 し て 」 ０％以上実践した。 ３．５ 興味を持続させるよう
とい う 副 主 な指導が効果を生んで
題の も と ， 2 児童の関心・意欲を高めるとともに，学 2 体育授業の楽しさを感じた児童が いる。
児童 に 運 動 習のねらいを明確にし，個に課題を持た ６０％以上
に親 し む 態 せて取り組ませることができる授業を５
度を 育 成 し ， ０％以上実践した。
確か な 体 育
の 学 力 を 身 1 児童の関心・意欲を高めるとともに，学 1 体育授業の楽しさを感じた児童が
につ け さ せ 習のねらいを明確にし，個に課題を持た ６０％未満
る。 せて取り組ませることができる授業を５

０％実践できなかった。

運動 の 習 業 前 体 育 の 4 きらきらタイムで強化種目Ⅰ，Ⅱに関連 4 ５０％以上の児童が強化種目Ⅰと 強化種目Ⅰ 強化種目Ⅰの柔軟性に
慣化 取 り 組 み を した運動を８０％以上取り入れた。 学年主任による自 Ⅱで全国平均を上回った。 １年生５０％ ついてはなかなか伸び

継続 し ， 新 己評価 ２年生７４％ るものではないが，指
体力 テ ス ト ３年生７２％ 導の効果が上がってい
の結 果 か ら 3 きらきらタイムで強化種目Ⅰ，Ⅱに関連 ４－５学年 3 ４５％以上の児童が強化種目Ⅰと ４年生６７％ る。短時間でも定期的
本校 児 童 の した運動を７０％以上取り入れた。 ３－１学年 Ⅱで全国平均を上回った。 ５年生５９％ で継続的な取り組みが
体力 を 把 握 ４ ６年生６８％ 有効であることが分か
する 。 そ こ 平均 ６５％ る。４
で ， 全 校 児 2 きらきらタイムで強化種目Ⅰ，Ⅱに関連 ３．８ 2 ４０％以上の児童が強化種目Ⅰと
童の 課 題 を した運動を６０％以上取り入れた。 Ⅱで全国平均を上回った。 強化種目Ⅱ
強化 種 目 Ⅰ １年生６９％
とし ， 学 年 ２年生５８％
での 課 題 を 1 きらきらタイムで強化種目Ⅰ，Ⅱに関連 1 強化種目ⅠとⅡで全国平均を上回 ３年生７１％
強化 種 目 Ⅱ して取り入れた運動が６０％未満。 った児童が４０％未満。 ４年生６２％
とし て ２ 種 ５年生５２％
目の 記 録 向 ６年生６５％
上を め ざ す 。 ６３％

ま 4 学校便りと学年便りを毎月発行し，Webペ 学年主任による自 4 学校からの情報発信についての， 学校は，すでに十分情安全 確 保 積 極 的 な 学 校 の 情 報
ち ージを年６回更新する。 己評価 保護者の肯定的評価が８０％以上 保護者 報を提供しているようと情 報 発 情 報 発 信 を ， 学 校 通 。
ぐ アンケート に思う。学校から得た信 信 ， 学 年 通
る 3 学校便りと学年便りを毎月発行したが， ４－６学年 3 学校からの情報発信についての， 情報を一緒に活用して信， ホ ー ム
み Webページを年６回更新できなかった。 保護者の肯定的評価が７０％以上 全学年97.7％ いく姿勢が地域や家庭ペー ジ ， 安 。 ４
教 にも必要なのではない心ネ ッ ト 等 ４
育 2 Webページを年６回更新したが，学校便 平均 2 学校からの情報発信についての， か。で広 く 地 域
の りと学年便りを毎月発行できなかった。 ４．０ 保護者の肯定的評価が６０％以上保護 者 へ 伝 。
推 え る 。
進 1 Webページの年６回更新と，学校便りと 学 1 学校からの情報発信についての，

年便りを毎月発行がともにできなかった 保護者の肯定的評価が６０％未満。 。

重点目標

重点目標

強化種目Ⅰ
長座体前屈 (全学年）

強化種目Ⅱ
1年 ソフトボール投げ
2年 立ち幅跳び
3年 50ｍ走
4年 ソフトボール投げ
5年 50ｍ走
6年 50ｍ走


